
              

 

 

 

 

 

 
 

「 志
こころざし

定まれば、気盛んなり」 
校長 小寺 友興      

江戸幕末の長州藩（現在の山口県）に生まれた思想家の吉田松陰は、目標に向かう自分の気持ちを志と

し、その志を大切にしながら、日々実行していました。そして、「志定まれば、気盛んなり」という言葉

を残しました。志とは、心に決めた目標に向けて進もうとする気持ち、決心のことです。したがって、こ

の言葉の意味は、目標への気持ちが志としてはっきりすれば、自ずとやる気や意欲が生じるということ

です。 

 さらに松陰は、目標を決めるだけでは十分ではない。なぜその目標を定めるのか、その目標を達成する

意味は何か、と目標への意味を自分で明らかにしたり、価値あることだろうかと自分でしっかり考えた

りすることが大切と考えていたようです。つまり気持ちが入り強い意志があれば、目標について志をも

ち、気持ちは高まり盛んになるというわけです。 

 人は何かを始めようとするとき、自分は何のために実行するのだろうか、とふと考えるものです。勉強

やスポーツ、いろいろな体験活動など日常の学校生活にその場面はいくつもあります。そして、人が行動

するには、行動した結果、何が生まれるのかとも考えます。 

 また、松陰が教えていた「松下村塾」という塾で、「抄録」という方法で、主体的な学びをさせていま

した。松下村塾で学び、明治の近代国家を切り拓いた多くの人物たちは、主体的に考える「抄録」という

読書方法により、自分をつくりあげてくれたと振り返っているようです。さらに、その考えに何かの目標

をもち、生きるための「志」が生まれ、身に付いた考えになったと考えられます。つまり、志として気持

ちを高め、気持ちを盛んにしていったと思われます。 

 

 今日で、８５日間の長い２学期が終了しました。２学期の学習の様子、成長や頑張りなどを記載した通

知表を、担任から子どもたち一人ひとりに渡しました。その通知表をご覧いただきながら、２学期のお子

様の頑張りを振り返っていただきますとともに、ご家庭でもお子様の成長ぶりを褒めていただきますよ

うお願いいたします。そして、冬休みを過ごす中で、３学期の目標を立てるなどして、学校生活に対して

意欲をもって過ごすことができるよう支援していただければ、大変有難く思います。 

学校では、１２月に入ってからインフルエンザ等の感染症が流行し、２つのクラスが学級閉鎖となりま

した。明日から２０日間の冬休みに入りますが、くれぐれも体調に留意し、また、交通事故等にも十分気

をつけながら、充実した冬休みを過ごしてほしいと思います。 

 保護者の皆様、地域の皆様、この令和６年におきましても、本当にお世話になりました。今後とも、本

校の教育活動へのご理解、ご協力をお願いいたします。 
１４日 
 
１５日 
１６日 
１７日 
 
２０日 
 
２１日 
２２日 
２３日 

3学期始業式（B日課 ３時間授業） 
集団下校訓練 
フッ化物洗口 スクールカウンセラー来校日 
北稜中学校新入生保護者説明会 
スキー学習（2年・グラウンド） 
放課後学習会１・３年 
B日課 4時間授業 放課後学習会４～６年 
スキー学習（１年・グラウンド） 
スキー学習（３・４年・天狗山） 
スキー学習（２年・グラウンド）フッ化物洗口 

博物館運河館見学（３年） 

２４日 
 
２７日 
 
２８日 
 
２９日 
 
３０日 
３１日 

スキー学習（５・６年・天狗山） 
放課後学習会１～３年 
合同授業（５年）児童会活動  
放課後学習会４～６年 
B日課５時間授業 
スキー学習（１年・グラウンド） 
スキー学習（２年・グラウンド）フッ化物洗口 
スクールカウンセラー来校日 
スキー学習（１年・グラウンド） 
スキー学習（３・４年・天狗山） 
放課後学習会１・２年 

令和６年１２月２４日 

第１０号 

 教育目標 

やさしい心をもつ子ども 

自ら学ぶ子ども 

たくましい子ども 

 



働き方改革の一環で、冬季休業中の 12月 2９日

から１月３日は学校閉庁日とします。その期間は学

校を閉じるとともに、転送電話に設定させていただ

きますのでご了承ください。 

なお、冬季休業中における閉庁日以外の学校への

電話連絡は、平日の８時１５分から１６時４５分ま

での間にお願いします。 

（それ以外の時間帯は転送電話となります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

・危険な場所（屋根の上、軒下、川のそば、がけなど）や工事現場等では遊ばないようにしま

しょう。 

・道路でのそり遊びは、絶対にしないようにしましょう。 

・歩道と車道の間の雪山の上を歩かないようにしましょう。 

・除雪車や除雪機のそばには近づかないようにしましょう。 

・排水溝や雨水桝には十分注意して歩行しましょう。 

・人や車などに向かって、雪玉をぶつけないようにしましょう。 

・外出する時は、行き先や帰宅時刻を家の人に伝えましょう。（４時には暗くなります。） 

・不審者や不審な電話には、絶対に応じないようにしましょう。 
・たくさんのお金を持って、外出しないようにしましょう。 

また、お金の貸し借りやおごったりおごられたりしないようにしましょう。 

・テレビやゲーム、そして携帯電話やスマートフォンを使用する時間や使い方を、 

おうちでしっかり考えましょう。（とくに SNSの使い方には注意しましょう。） 

12 月 25 日から 1 月 13 日まで２０日間の冬休みが始まります。事故等に
は、十分注意し、元気に３学期に登校できるよう、ご家庭でのご指導をよろしく
お願いします。 

子ども相談支援センター 
相談窓口のお知らせ

北海道教育委員会から以下の相談 

窓口についてお知らせがありました。学校に

学校に相談できない場合は、こちら 

にも相談することができます。 

市 P連より交通安全の旗をいただきました 
小樽市 PTA連合会より寄贈されました。この旗は、も

う二度と児童生徒が痛ましい交通事故 

に遭うことがないように、という思い 

で作成されました。 

いただいた旗は交通安全街頭指 

導等の際に活用していきます。 

いじめや不登校、体罰などの学校教育に関する
悩み、子育て・しつけなど家庭教育に関する悩
みなど相談してください。 

●電話相談 
 ０１２０－３８８２－５６ 
（無料、毎日 24 時間対応 ） 

 
●メール相談 
sodan-center@hokkaido-c.ed.jp 
※急ぎの場合は電話相談を利用してください。 

●来所相談 

子ども相談支援センター 
 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階 
※上記の電話相談で予約してください。 

※センターのＷｅｂページに、「子ども相談支
援センターへの相談事例」を掲載 
しています。右のQRコードから 
ご覧ください。 

１・３・５年生：１２月２５日（水） 
２・４・６年生：１２月２６日（木） 
※両日とも９：００～１０：３０ 
参加申し込みをした児童は、当日、「冬季学習会の

お知らせ」の文書に記載した持ち物の他に、上靴を持

ち帰った人は、忘れずに持ってきてください。 


